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パトスとしての距離

石田靖夫
ラ・グットゥ.ドールに住んでいると，パリから遠く離れてしまうのです1)。
パリ第 6区ノートゥル・ダムーデ-シャン通り 53番地のリュセルネール劇
場で2007年8月29日から10月27日まで上演されたロランス・フェヴリエ
演出の芝居『彼らはラ・グットウードールに住んでいる』において演出
家自身が「ドキュメンタリー演劇jの名のもとにみずからこの地区選出
の女性議員(フランスの政治用語で言う右翼)に扮した舞台からこのよ
うに観客に話しかける。
まさか，そんなはずはないけれど，しかし……。
プールヴア-}レ
ラ・グットウ-ドールはバルベス大通りをはさんでその西側のモンマ
ルトゥルの丘に対してその東側に位置し，パリ交通自主公団 (RATP)
の運営する地下鉄2号線(ポルトウ・ドフィーヌ駅~ナスイヨン駅)と 
4号線(ポルトウ・ドルレアン駅~ポルトウ・ドゥ・クリニヤンクール
駅)が乗り入れているパルベスーロッシュシュアール高架駅で下車すれ
ば目と鼻の先にある。
しかし，この台詞が浮かびあがらせているのはトポス(場所)という 
1) Le Monde du jeudi 20septembre 2007，p. 26.なお，以下の行論において折り
込みのパリの地図を参照。 
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よりもむしろトポス(論点)であると言ってよいだろう。後者の意味の
トポスが社会をめぐる想像的なもののなかで前者の意味のトポスよりも
前景化されているからこそ，地名が空間の社会心理学的距離を関数にし
て翻訳されたわけであって，もしそうでなかったら， Iラ・グットウ・
ドールに住んでいると パリから遠く離れてしまうのですJという言葉
そのものが舞台で口をついて出てくることなどありえなかったにちがい
ない。この芝居を紹介した『ル・モンド』紙のマルティーヌ・スイルベー
ルの劇評は「言葉によるラ・グットゥードール地区の肖像」と題され，
その「言葉Jはラ・グットウードールの住民との対談に基づいているだ
けに，遠ざかりの印象は尋常ではない。もちろん今の場合の遠近の感覚
は，時間の次元がそこに介入し，たとえば約束の時聞が刻々と迫ってい
るとき，平生の距離感が乱れ，その結果，近いにもかかわらず遠いと感
じてしまうといったような事態ではない。もちろん馴染みと距離という
こつのカテゴリーにおいて「近いJものが近いからこそ逆に通常は意識
されないがゆえに，その意味で「遠いJものとして位置づけられるとい
うような場合を容易に想像できるにちがいない。「住めば……Jという
あの格言にあるように遠いものが近いものになるという馴染みの過程を
喚起することもできるだろうし， Iふるさとは……Jというあの詩句に
あるように遠いものになってこそ近いものがかえって救済されるという
距離の狭知を示唆することもできるだろう。しかし，逆接の単なる例示
が問題なのではない。ここでの「近いのに遠いjは「内なのに外jでも
あるわけだから，遠-近のトポスを分析するにあたって内ー外のトポスを
も考慮するのは，そのことによってあの台詞にかすかに，しかし，見ま
がいようもなく兆しているアイデンテイテイの揺らぎに拘泥するために
ほかならない。パリ市「内jであるにもかかわらず，あたかもパリ市「外」
であるかのようにラ・グットウードールの住民(あるいは劇中人物)に
遠さを錯覚させるというこのトポスの異常さをまさにそのようなものと 
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して，なおかつ，アイデンティテイの聞いを視野に入れながら理解する
ために，次のような聞いを立てねばならないだろう。
パリの地区住民がパリの内にいることを享受することに支えられて自
己を認知するというよりもむしろパリの外に追放されたような違和感を
吐露するとき，そこで起きていることは何か。
近さが遠さによって置き換えられるという事態そのものはいったいど
こから来るのか。言い換えれば，遠さへの近さの反転は歴史的にどのよ
うな政治的かつ社会的再編成の効果なのか。
ラ・グットウードール。
ジャンークロード・トゥーボンとヘリファ・メッサマーフによれば，
行政用語においてラ・グットウ輔ドールと呼ばれるパリ第18区の地区は
西がバルベス大通りとプワソニエ通り，北がネ一大通り，東がラ・シャ
ベル通りとマックス・ドルムワ通り，南がラ・シャベル大通りをそれぞ
れ境界にして109ヘクタールの面積をもっているのだが，その北部はフ
ランス固有鉄道の北駅と東駅の用地が50%以上を占めるので，普通ラ・
グットウ"ドール地区と言えば オルドウネール通りによってその北部
から区切られた南部の特定区域 すなわち 西をバルベス大通りとプワ
ソニエ通りで，北をポロンソン通りとジェサン通りで，東をトンブク
トゥ通りで，南をラ・シャベル大通りで固まれた区域を指す2)。
舞台で吐露されたあの遠ざかりとは何か。
「ラ・グットゥ.ドールに住んでいると パリから遠く離れてしまうの
ですJという言い回しが対談した住民その人の口から本当にそのまま発
せられたものなのかどうか，あるいは，演出家が舞台にかけることを見
越して実際の表現に手を加えたものなのかどうか，そんな詮索はここで 
2) Jean司 ClaudeToubon et Khelifa Messamah，Centralite immigree，le quartier de la 
Goutte d'Or，tome 1，L'Harmattan/CIEMI.1990，pp. 43-46. 
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はどうでもよい。「ドキュメンタリー演劇」は， わざわざ注釈するまで
もあるまいが， 「ドキュメンタリー Jであることによって現実という参
照枠に可能なかぎり依拠しながら経験的なものを再構成(再現ではな
い!)する一方で， I演劇Jであることによって声と身体の造形を通し
て虚構の状況を組織しながら新たな意味を生産するのであってみれば，
遠ざかりを錯覚として惹きおこしたものがそもそも何であるのかを突き
止めることのほうがはるかに重要なはずである。錯覚は，何がそこで賭
けられているのかを理解するうえで 知覚の客観性よりもはるかに客観
的であるかもしれないではないか。
遠ざかりは，今の場合， もちろん地政学的であって地理学的ではあり
えない。 セーヌ川右岸のレピュブリック広場から北西に向かつて第10区
をまっすぐ突っ切り， まず東駅，次に北駅，最後にラリブワズイエール
病院を右手にかすめながら， ロッシュシュアール大通り， パルベス大通
りそしてラ・シャベル大通りの交差点，ほかでもない地下鉄のバルベス.
ロッシュシュアール高架駅に合流する「幅30メートルJ，I全長1，920メー
トルj3)の通りを思い起こそう。 マジャンタ大通りである。 シャトーー
リ都市計f『ノド一広場，現在のレピュブリック広場の建設について語る
画史』 の著者ピエール・ラヴダンによれば， 
オスマンに政治的.戦略的思考があったとされるのは，とりわけここなの
だ。つまり，庶民地区から降りてきた暴動の行く手をさえぎること。しか
し，マジャンタ大通りによって軍隊はラ・シャベルの労働者に立ち向かう
ことができるようになったけれど， ラ・シャベルには労働者だけがいたわ
けではない。北のほうに向かつてのパリで唯一の簡単な入り口 (あるいは 
3) Jacques Hilairet， Dictionnaire historique des rues de Paris，ed. de Minuit，1997， 
cf. <boulevard de Magenta}. 
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出口)がある。パリの交通においてポルトゥ・ドゥ・ラ・シャベルが今日
演じている役割を考えてみよう4)。 
1860年にパリがそれまでの12の区から現在のように20の区に拡大する
とき，セーヌ県知事オスマンはまさに治安上の理由からベルヴイルを第
四区と第20区に，フォブール・サン"タントゥワーヌを第1区と第12区
にそれぞれ分割したように5)，ベルヴイルとレピュブリック広場を北東
の方向で一直線に結ぶフォブール・デユ・タンプル通りは，レピュブ
リック広場に立つマリアンヌ像の後姿を目印にしてベルヴイルの高台か
ら坂道を降りてくると，その左手が第1区，その右手が第10区というふ
うに二つの区の境界線を構成する。しかも，この坂道は19世紀の社会史
と政治史において際立つた意味をもっていた。
謝肉祭は常に権力側から悪く見られてきた。仮面，祝祭，騒音，酪町は
いわゆる堅気の人々から無秩序と同一視されるわけだ。中世には
告解火曜日
マルデイ・グラ
はしばしば血みどろの殴り合いにまで退化した。謝肉祭はフラ
ンス革命の聞は禁止されていたけれど，執政政府のもとであらためてお墨
付きをあたえられる。ただし，警察によって緊密に監視されてのことで
あった。この祝祭が絶頂期を知るのは 7月王政のはじめである。
ベルヴィルからフォブール・デュ・タンプル通りを経由してタンプル大
メルクルディ・デ・サンドゥル
通りまでのクールティーユ降りは灰の水曜日にこの 3日間の乱痴気騒ぎ
を締めくくる。群集は市門
パリエール
付近の酒場，
ガンゲットゥ
特にデヌワイエの経営するグラ
ン・サン・マルタン(ベルヴィル通り 8番地)で一晩中，酔いしれた挙げ
句にグラン・ブールヴアールのほうに騒がしい雑多な行列を組んでなだれ 
4) Pierre Lavedan，Histoire de Z'urbanisme占Paris，Hachette，1993，p. 443.なお，
特に断らないかぎり，引用文中の強調は引用者のものである。 
5) Erik Hazan，L'invention de Paris，Seuil，2002，p. 159. 
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込むのである6)。
したがって， I庶民地区から降りてきた暴動Jという表現は謝肉祭の
最後をかざる告解火曜日をベルヴイルのクールティーユ地区の居酒屋で
過ごした民衆が翌日の灰の水曜日に仮面をつけたまま酔いにまかせてベ
ルヴイルの丘からフォブール・デユ・タンプル通りの坂道をパリ市内に
向かつて降りてきたクールティーユ降りを努繋とさせるだけでな
く， 1848年6月蜂起もそこに含意されているだろう。
マジャンタ大通りはオスマンのもとで1855年に着工し1859年に竣工す
る7)。ラ・シャベルは1860年にパリ市内に組み込まれた周辺の市町村の
一つであって，西隣のモンマルトゥルと東隣のラ・ヴイレットゥにはさ
まれ， (これらの村とともにラ・ヴイレットゥのさらに東隣のベルヴイ
ルも含んでパリ北部の高台を形成し，)現在の，ただし行政上のラ・グツ
トウードール地区を含んだ一帯を指した。パリは各区が行政区分によっ
て四つの地区で構成されているけれど，第18区の場合，西からグラン
ドゥ・キャリエール，クリニヤンクールそしてラ・グットウードールと
続き，最も東側に位置する したがって隣の第四区に接する地区がラ・
シャベルと呼ばれているだけではない。当のラ・グットウードール地区
プールヴアール
においてそれぞれ東と南の境界線の役割を果たしている通
リ
り
ュ
と大通りが
ともにラ・シャベルという名を冠しているのはその痕跡である。マジャ
ンタ大通りの開通は1848年6月蜂起におけるラ・シャベルの労働者に対
する不安の影に窓きまとわれた支配階級の記憶と切り離すことができな
しミ。 
6) Alfred Fierro，Paris au jour le jour，Arcadia edition，2005，p. 67. 
7) Jacques Hilairet，op. cit. 
90 (90) 
千葉大学経済研究第23巻第 l号 (2008年6月) 
[1848年6月の]この23日金曜日，つまり，戦いの 4日間の最初の日に
叛徒は
アンスュルジェ
自分たちの陣地を確保する。「サン・ラザール固い地，プワソニ
エール市門，ラ・シャベル市門，ラ・ヴイレットゥ市門，タンプル市門，
モンマルトゥル村，ラ・シャベル村，ラ・ヴイレットゥ村，ベルヴイル村，
フォブール・デユ・タンプル，ポパンクール地区，フォブール・サン.タン
トゥワーヌおよびサンータントゥワーヌ通り，サン四ジャック地区とサンー
ヴィクトール地区は完全に叛乱側の権力下にある……J8)。
市門と呼ばれているのは， 1784年から1787年の聞に建設されてパリを
市内と市外に分割する徴税請負人の壁に穿たれた入市税関を指す。
この壁は純粋に税のためのものであって，いかなる軍事的な使命ももっ
ていない。その寸法そのものがそのことを示している。つまり，高さは 3
メートルで厚さは 1メートル以下であった。歴史家たちはこの壁に
ミュール デ・ 7ェルミェ・ジェネロ
「徴税請負人の壁」という名をあたえてきたけれど，しかしながら，そ
ミュール・ドクトゥルワ
れが存在した80年の間，パリの人々はそれを「入市税の壁」と呼ぶように
なるだろう。こうして，サン田ラザール囲い地は，そこのラリブワズィエー
ル病院の建設工事現場に1848年6月の最後の叛徒が立てこもったわけだが，
マルークによって「プワソニエール市門(現在のパルベス.ロッシュシュアー
ル交差点)から北部鉄道まで，サン.ヴアンサン.ドウーポール教会から入市
税の壁まで広がる空き地jとして描かれている9)。
「プワソニエール市門から北部鉄道まで，サンーヴァンサンードウーポー
ル教会から入市税の壁まで広がるjサン.ラザール囲い地のまさに中央 
8) Eric Hazan，op. cit.，p. 347. 
9) ibid.，p. 143. 
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を切り裂くように貫いているのがマジャンタ大通りにほかならない。 
1848年 6月の叛乱中のバリケード攻防戦において鎮圧作戦がカヴェ
ニャック将軍の総指揮のもとに 3方面で展開されるが，その一つはラモ
リスィエール将軍によって以下のように統率されていた。
一一フォブール・プワソニエール通りのバリケードを襲ってラ・シャベ
ルを攻める。
一一フォブール・プワソニエール通りの東側を制圧し，さらに東にある
フォブール・デユ・タンプルを攻める。
一一パスティーユを目指して第 8区10)を攻める。
「この作戦はラ・シャベルやパリの北部のjフォブール「から南下し
た蜂起集団の抵抗をうけて難航しJ，ラモリスイエール将軍に代わって
カヴェニャック自身が指揮をとることになるけれど，グラン・ブール
ヴアールがパスティーユ広場に向かつて「折れ曲がったところにあるj
タンプル大通り「のなかほどで，東側からくるアングレーム通りの入り
口に築かれた巨大なバリケードに出逢い，大勢の将兵を失うことになっ
た。このアングレーム通りは市外のベルヴイルに直通する狭い通りで，
そこのバリケードを守っていたのは，ベルヴイルの〈山岳派クラブ〉で
あったとされるJll)。アングレーム通りは現在のジャンーピエール・タン
ボ一通り(第11区)が受け継ぎ凶，フォブール・デユ・タンプル通りに
対して南側で並走する。この作戦範囲が西から東にフォブール・プワソ
ニエール通り，フォブール・サンードゥニ通り，フォブール・サンーマル
タン通りそしてフォブール・デユ・タンプル通りを含んでいることに注 
10) 1860年以前の行政区分。ほぼ現在の第3区の東部，第4区の北東部，第1区
の中心部と南部そして第12区の北部を合わせたもの。アルフレッド・フイエ
ロ『パリ歴史辞典』鹿島茂 監訳，白水社， 2001年， p.182.を参照。 
1)喜安朗『夢と反乱のフォブール』山川出版社， 1994年， pp.220ー24. 
12) Jacques Hillairet，op. cit.，cf. {rue Jean-Pierre Timbaud}. 
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意しなければならない。マジャンタ大通りはこれら四つの通りのうち真
ん中の二つの通りを横断し，パルベスーロッシュシュアール交差点、で最
初の通りと出会うわけだ。最初の三つの通りは南端をそれぞれプワソニ
エール大通り，サン"ドゥニ大通り，サン圃マルタン大通りに接し，最後
のフォブール・デユ・タンプル通りは南西端においてレピュブリック広
プールヴアール
場を介してタンプル大通りに合流する。これらの大通りは1670年と1676
年にルイ 14世の勅令によって取り壊しを命じられたお)シャルル 5世の城
壁の右岸側の跡地を利用した円弧状につながるグラン・ブールヴアール
の一部をなす。フォブール・デユ・タンプル，フォブール・サンーマル
タン，フォブール・サンードゥニそしてフォブール・プワソニエールと
いう先程の通りの名にいずれも「フォブールJ(場末町)が付いている
のは偶然で、はない。それらはシャルル 5世の壁の「外」にあったので，
ノTリの市外であった。 1831年11月のリヨンにおける絹織物工の叛乱に直
面したブルジョワジーの不安を代弁してサンーマルク・ジラルダンは「大
ブルジョワジーの機関紙『ジュルナル・デ・デパjJのなかでフォブー
ルの政治-社会的位置をあからさまに語っている。
社会を脅かす野蛮人たちはコーカサス山脈にいるわけでもタタール地方
にいるわけでもない。彼らは工場制手工業の盛んなわれわれの諸都市の
ブオブールにいるのだ。中産階級は現状がどんなものなのかはっきりと
知っておかねばならない14)。 
1853年から1870年までセーヌ県知事としてパリを改造したオスマンは 
13) 	Danielle Chadych et Dominique Leborgne，Atlas de Paris， evolution d'un 
paysage urbain，Parigramme，2002，p. 82. 
14) Jean-Paul Flamand，Loger le peuple，essai sur l'histoire du logement social，La 
Decouverte，2001，p. 19. 
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その回想録のなかで現在の第 1区 第 2区そして第 3区にまたがるパリ
の中心，要するにグラン・ブールヴアールから内側の部分の道路整備に
ついて説明する。 
上記の様々な作戦を
オベラスイヨン
実行するのに要したのは 1855年から1859年まで 5年
聞をくだらなかった。それはこのほとんど通行不能な迷路を貫通して伸び
る広い中心道路[ニセバストポール大通り]によって古いパリを，叛乱，
、ヲ・バリケードのあった地区を腹のように切り裂くことであったわけだが， 」ー
の道路には接岸するように連絡網が横断し， そうした連絡網の続行はこう
してはじまった事業を補完することになっていた。その後のテュルピゴ通
りの完成はトウランスノナン通りをパリの地図から消した!
たしかに皇帝[=ナポレオン 3世]はストゥラスプール大通りを通し，
それをセーヌ川まで，さらにそれを越えたところまで延長したとき，たと
えばまっすぐ道と家並みが一直線に伸びてい
アリーニュマン
るために叛乱を点々と起こす
いつもの戦術には向いていないリヴォリ通りのような他にあれほどたくさ
んある大きな道路以上に， このような道の延長の戦略上の有益性を念頭に
おいていたわけではなかった。 しかし，彼は，反対派からそのように非難
されたのだが， このような結果を何よりもまず追求したわけではないけれ
ど， それが古いパリ市を改善し清潔にするために陛下によって構想された
すべての偉大な開通の非常に幸福な結末であったということは否定できな
い。[中略]
私はと言えば，当初の案に追加をした推進者であるが， そうした追加を
組み合わせるとき，戦略上の重要性の多寡などまったく夢想、だにしなかっ
たと明言しておく 15)。 
15) Baron Haussmann，Memoires，Seuil，2000，p. 825. 
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テクストは意味論的構成のレヴェルでいわば濃淡をあしらって織られ
ている。「作戦Jという用語は都市計画の文脈であるかぎり常套にすぎ
ないから，オスマンのこの一節が特に軍事的色合いで染められているわ
けではないとはいえ，テクストの色調はパリの地図からのトウランスノ
ナン通りの抹消で鮮明に映発してからは 「戦略上の有益性」あるいは
「戦略上の重要性」に関する段になると，どぎつくなりかねない権力の
印象をできるだけ弱めるように漸次的に推移する。たしかに，オスマン
は古いパリの破壊を前にして一方で近代化の事業を軽蔑し，他方で懐古
趣味に耽るだけにすぎない人々に対して， Iとりわけ[パリの]中心の
狭くて曲がりくねったいろいろな通りがほとんど交通の入りこめる余地
もなく，汚く悪臭を放ち健康に悪かったということなど彼らは気にもと
めなかった16) Jと反論するだけでなく，アリストテレスの概念である
ジュステイス・ディストゥリピュティーヴ
「配分の正義J17)に基づいたパリ改造計画の正当性について自
負を隠さない。しかし，テクストは作者という審級によって完全に統御
されるとはかぎらない。
グラン・ブールヴアールの一翼をになうサン四ドゥニ大通りから北上
して途中のマジャンタ大通りを貫いて東駅に至るストゥラスプール大通
りの「セーヌ川まで」の延長はセバストポール大通りを， Iさらにそれ
を越えたところまでjの延長は現在ではパレ大通りそしてサンーミシェ
ル大通りを意味する。トウランスノナン通りは1834年4月14日にセーヌ
川右岸の中心部のサンーメリ地区で蜂起があったとき，鎮圧軍によって
虐殺がおこなわれた不吉な場所であった。 7月王政の成立に不満を抱い
て政府転覆をねらっていた共和派が1834年2月にパリで叛乱を企てると，
政府側はただちに叛乱を弾圧し，これを機に治安の侵害に対する厳しい 
16) ibid.，p. 810. 

17) ibid.，p. 666. 
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罰則を定めた法案を提出する。共和派はこの法案が自分たちを取り締ま
りの対象にしたことに反発して，今度はリヨンで 4月9日に絹織物工た
ちとともに決起したけれど， 13日に絹織物工たちは鎮圧される。共和派
はパリで同日の晩に再ぴ立ち上がるが，労働者たちは大部分が参加しな
かったので，この蜂起も失敗に終わる。翌日の早朝にトウランスノナン
通り 12番地で「無実の住民J12名が軍隊の反撃によって殺される。 13日
のパリにおいてバリケードは「グランヴィリエ通り，タンプル通り，サ
ン.メリ通りそしてサンーマルタン通り Jに囲まれた区域でしか築かれず，
その数は30くらいであった18)。テユルピゴ通りは途中でセバストポール
大通りやその右隣のサンーマルタン通りと交錯しながらレ・アル(パリ
中央卸売り市場)とレピュブリック広場を北東の方向で結ぶ。しかも，
この通りはレピュブリック広場に接する直前にタンプル通りと合流し，
広場を越えると北東の方向にフォブール・デユ・タンプル通りが続く。
パリの近代化のまぎれもない戦略的側面を指摘することを忘れないエ
リック・アザンのように都市空間の再編成に対して細心の注意をいくら
払っても払いすぎるということはない。 
フォプール・サン.タントゥワーヌ，ポパンクール地区そしてフォプー
ル・デユ・タンプルは勤労にして危険な階級が不安にさせるような仕方で
集中した集合を19世紀の半ばに形成していた。だからこそパリのこの地域
はオスマンの全注意の対象であった。パリの市街図ならどんなものにでも
当たれば，都市の古くて微妙な織り目
ティスュ
に途轍もなく大きなレピュブリック
広場がいかに乱暴に移植されたのかを読むことができる。しかも，この乱
暴さは二つの記念建築物に依拠した広場自身にそれくらいはっきりと表明
されている。つまり，一堂に会した庖舗(今日でもやはり消費主義の殿堂 
18) Alfred Fierro，op. cit.，p. 130. 
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であって，アピタ[=家具・インテリア庖]，ゴー・スポーツ，体育館クラ
ブそしてホリデー・インが一堂に会する)とダゲールのジオラマの敷地に
建設されたプランス同ウジェーヌ兵舎である 19)。
ポパンクール地区はマレ，キャーンズーヴァンそしてフォブール・サ
ンータントゥワーヌの三つの地区とともに1860年以前のパリの全12区の
なかで最大の第 8区を構成し 「アングレーム通りとフォブール・サン"
タントゥワーヌの聞に」位置していた刻。西側がレピュブリック広場に
沿って，南側がフォブール・デユ・タンプル通りに沿って立ち，北西側
がマジャンタ大通りに接するプランスーウジェーヌ兵舎は，レピュブ
リック広場に立つマリアンヌ像の後姿を目印にしてベルヴイルの高台か
ら右側の歩道をたどりながらフォブール・デユ・タンプル通りの坂道を
降りてきて地下鉄駅レビュブリックの出入り口の階段を降りるのが日課
の人にとっても，人の背丈ほどもある建物の土台の異様さを歩道づたい
にぼんやり体感的に意識するものの，まさかその建物がまず兵舎として，
次にこんな場所にあると想到するのはそんなに容易なことではないはず
だけれど，その建設はマジャンタ大通りよりも 1年早い1854年にはじま
り，マジャンタ大通りと同じく 1859年に完成したとはいえ， 11857年か
らすでに開設された」のだった。なぜなら「帝国衛兵の現前はこの庶民
地区で場合によっては起こるかもしれない蜂起を阻止するのに必要と判
断されたJ21)からである。しかも， 1長さ114メートルの正面」をもっこ
の兵舎は「パリで最も広大な兵舎j22)であるということを忘れてはなら 
19) Eric Hazan，op. cit.，pp. 167-168. 
20) Pierre Lavedan，op. cit.，p. 257，pp. 328-329. 
21) 	Aude Henry-Godet，Le10e arrondissement，Action artistique de la Ville de 
Paris，2000，p. 106. 
22) 	Giraldine Rideau，Places cont陀 boulevards，in Les grands boulevards，Action 
artistique de la Ville de Paris，p. 109. 
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ない。「ヴエリーヌ兵舎」に関するwebのフランス国防省提供の資料に
よれば，
プランス・ウジェーヌ兵舎はダゲールによって1822年に創設されたジオ
ラマであったものの敷地にドゥグローヴによって1854年に建設された。
もともと3，200人を受け入れることができたので，この兵舎はグラン・
ブールヴアール，レビユブリック並木道
アベニュ
そしてヴォルテールならびにマ
ジャンタ大通りを指揮下に置く。同兵舎はシャトー・ドーの兵舎になった
が， 1943年10月20日にドイツのケルンで銃殺されたヴエリーヌ中佐への讃
辞として1947年1月22日に現在の名のもとで除幕された。
同兵舎は現在，兵姑業務と同様に135家族の共和国衛兵を収容する。
グラン・ブールヴアールは今でこそ西のマドゥレーヌ広場から東のレ
ピュブリック広場までつながっている八つの大通りを指して言うわけだ
が，もともとはレピュブリック広場の南に位置するパスティーユ広場ま
での三つの大通りの連なりも含まれていたお)ので，パスティーユ広場と
レピュブリック広場を結ぶ連絡網を第 2帝政の時代に新たに建設するこ
とはもはや必要ではないように思われるかもしれない。しかし，実はそ
うではなかった。オスマンが県知事を任命されてパリ市庁舎に入る1853
年からきっかり 5年前の1848年，というのも任命も勃発も同じ 6月23日
、、、、、、
だからである24)がパリを揺るがせた民衆蜂起がどのような意味をもっ
ていたかを確認しておこう。
この点[=叛徒に対する一斉射撃]でも他の多くの点と同じように1848 
23) Larousse de Paris，Larousse，2002，p. 98. 
1.10p.，cit.op.，Haussmann24) 
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年 6月は1830年代の諸々の叛乱を地にしてくっきりと浮かびあがる。たし
かに，サン岨ラザール固い地とかトウランスノナン通りで武器を手にしたま
ま捕まることはあまり健全なことではなかったし，窮地を脱したとして
も 7月王政の裁判所は冗談を言う習慣などもちあわせていなかった。 し
かし，銀行家ルヴァンは親愛なるリュスイアンが理工科学校の同窓生と一
緒に向こう側で、戦っているということを無視することができなかった。共
和派のブルジョワジーの子弟の一部はバリケードの背後で労働者たちと一
緒にいたわけであって，このため捕虜を大挙して銃殺するということも除
外されたのだった。 6月にはこの種の気遣いなどまったくなかった。メ
ナール，パルデイゴン， カスティーユは小川のように流れる血，山のよう
に積み重ねられた死体，喉を掻き切られた姿，溺死，破裂した脳みそ，穴
が開いて血みどろの体，人間狩り，屠殺場に変じた公園について語るわけ
だが，要は隠喰ではなかった。武器を手にしたまま捕まった叛徒はその場
で銃殺されるのである 25)。
スタンダールの未完の小説において出自か労働かをめぐってみずから
の階級的位置づけを模索する裕福な銀行家の息子リュスィアン・ルヴア
ンのことはさておき，残忍な弾圧は弾圧された側にだけ後遺症を残すわ
けではない。いささか長すぎると思われるかもしれないけれど，極めて
重要な徴候を苧んでいるのでやはり敢えて引用することにする。
上流のレコレ水門とパスティーユ広場の下をくぐって兵器廠
アルスナル
のドックに
出るトンネルの入り口にくっつけられて水を次から次へと移す下流の三つ
の水門とではさまれた閑区
ピエ 7
のもともとの水面をこの作戦によって 6メート
ル以上も低くすることができるようになり， それから，今日ではリシャー 
25) Eric Hazan. op. cit. p. 359. 
(9) 99 
パトスとしての距離
ルールノワール大通りの中央部分がその上を通っている寄蔭
ヴットゥ
でこの低くなっ
た間区を覆うこともできるようになった。非常に不便な傾斜出入路をそな
えたうえで旋回する橋かそれとも非常に高いところに固定された橋でしか
この航行可能な道路を越えることができなかったプランス.ウジェーヌ大通
り，今のヴオルテール大通りは， その結果， そのような二者択一から解放
され，隣接する諸地区の衛生にとって大いに利するように地面に埋めこま
れた[サン.マルタン]運河の上を通って同一平面でリシヤールールノワール
大通りと交わることができた。
おお!シャトー-ド一広場とトゥローヌ広場の間で道と家並みが一直線に
伸びるようにすでにほとんど完全に開設した約 l里の長さのこの大動脈を
脅かしていた欠陥に対するこのような英雄的な治療薬が私の念頭に浮かん
だのは幾日も不安のために不眠が続いた後であった! [中略]
私はいそいそとベルグラン氏に私の組み合わせを研究してもらい，彼が
その組み合わせを実行可能だと認知するとすぐに，私は急いでこのニュー
スを皇帝のところにもって行ったところ，皇帝はただちに馬に乗ってそれ
を確かめに行った。
私は威厳のあるわが君主が熱狂するのをめったに見たことがなかった。
今回，わが君主は留保なしにそうであった。それくらい，私の提案した工
事を公共の秩序という利害・関心から値打ちがあるとみなしたのだった。
その工事は，運河の閑区の水面があまりにも高いので，便利な交通のため
にせよ，そこからフォブール・サン.タントゥワーヌ全体を必要なら側面攻
、リー ニュ・ 7ジストゥラル
撃できる基準線を「覗き孔でいっぱいにして」端から端まで確立する
ためにせよ，脅威になっている恒久的な障害をなくすというものであった。
さらに，屋根で覆われたこの運河の上に私がその計画を練り，皇帝から
私にその名が指示されたこの大通り[=リシヤールールノワール大通り]は
運河が暴動者たちに提供していた防衛手段を彼らのデモのいつもの中心に
対する新たな出入り口で置き換えるにちがいなかった26)。 
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まず指摘しておかねばならないのはリシヤールールノワール大通りの
道筋である。すでに注意したように，北のレビユブリック広場と南のパ
スティーユ広場を結ぶグラン・ブールヴアール一一順にタンプル大通り，
フィーユ・デュ・カルヴェール大通りそしてボーマルシェ大通り一一一と
並んでリシヤールールノワール大通りはパスティーユ広場から北上して
まずプランス-ウジェーヌ大通り，次にレピュブリック並木道と交錯す
ることでレピュブリック広場との連絡を実現し この北への道程は
ジュール・フェリ一大通りに引き継がれてフォブール・デユ・タンプル
通りと地中に潜る寸前のサン帽マルタン運河とに接続する。次に，この
大通りの建設工事の記述がいつのまにか「衛生jから「公共の秩序jに
移動し，あっけらかんとフォブール・サンータントゥワーヌへの「側面
攻撃」を想定していることだ。 3番目に サンーマルタン運河の予期し
ない機能が顕在化するのは暴動のときだということ。リシヤールールノ
ワール大通りの戦略的機能を語るのに 「運河が暴動者たちに提供して
いた防衛手段を彼らのデモのいつもの中心に対する新たな出入り口で置
き換えるJというのは なんと持って回った言い方であることか!表現
形式が「遠回しJであるのは表現内容が事柄の核心にそこを衝くのに充
分なくらい近いということの証左である。 4番目に， I幾日も不安のた
めに不眠の夜が続いたjのは単に「衛生」問題の解決がオスマンを悩ま
せたからではあるまい。最後に，側面攻撃に関するオスマンの戦略的展
望は部分的に的中する。なぜ部分的なのかと言えば 戦闘が展開したの
はフォブール・サン"タントゥワーヌにおいてではなかったからである。
叛乱のイニシアテイヴは決定的に第11区の[フォブール・サン幽タントゥ
ワーヌよりも]もっと北に，とりわけフォブール・デユ・タンプルに移っ 
26) Haussmann，op. cit.，pp. 625-626. 
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たわけであって，フォブール・デユ・タンプルはベルヴイルを背にするこ
とで1848年 6月のときよりも[パリ・コミューンにおける] I血の 1週間」
の折に最も精力的な抵抗の場になる。
パスティーユ広場はそれでもとにかくこの悲劇的な 1週間の最後の日々，
恐るべき抵抗の防波堤になる。 5月25日に軍隊に攻撃されてこの広場が征
服されるのは26日14時のことでしかない。つまり， トゥローヌ(ナスイヨ
ン)広場からパスティーユ広場を側面攻撃しなければならなかったのであ
る27)。
戦略地図を描いてみよう。
リヴォリ通りは東の方向に延長されることでサンータントゥワーヌ通
りに引き継がれ，パスティーユ広場に至る。そこからさらに東の方向に
今度はフォブール・サンータントゥワーヌ通りが伸びてトゥローヌ広場
に行き着く。すると，この東西軸がその軸線上で三つの軍事施設を結ん
でいるということに気づくはずだ。第 2帝政以前にすでに存在していた
セレスタン兵舎はパスティーユ広場に接し，ナスイヨン広場は堅塁と軍
事演習場をかかえたヴァンセンヌの森にクール・ドゥ・ヴァンセンヌを
通して連絡している。ところで オスマンによれば 「皇帝の彩色地図
は 一方でリヴォリ通りを 1回目に延長したときの終点であった市庁
舎広場からサンーポール教会前のピラーグ広場にまで 2回目に延長する
ことを予定していた。ちなみに ピラーグ広場でサン"タントゥワーヌ
通りはこの主要な動脈をパスティーユ広場まで，さらにそれを越えて，
フォブール・サン.タントゥワーヌを通してトゥローヌ広場まで続ける
のに充分なくらい幅広くなるのだった。一一すでに陛下でさえ，この最 
27) Jacques Rougerie et Danielle Tartakowsky. Insurrections et man砕stations.in 
Le faubourg Saint-Antoine. Action artistique de la Ville de Paris. 1998. p. 127. 
102 (102) 
千葉大学経済研究第23巻第 l号 (2008年6月)
後の区間の開設よりも先回りして道と家並みが一直線に伸びるように市
庁舎の背後のロボ一広場に面してナポレオン兵舎を築かせていたのだっ
た28)J。ラ・シャベルあるいはラ・グットウードールを目指すマジャンタ
大通りを一方に， トゥローヌ広場に至るプランス嗣ウジェーヌ大通りを
他方に， I道と家並みが一直線に伸びるようにJ配しているのがレピュ
ブリック広場だけれど，プランス.ウジェーヌ兵舎はこのようなトポス
に配置されているのである。
パリから[ヴァンセンヌの森の]他のところに北側から奥まで入るには
次のような道がある。[中略] 2. トゥローヌ広場からはじまってポル
トゥ・ドゥ・サンーマンデに至るベ.レール並木道を経由して。というのも，
フォプール・サンータントゥワーヌの住民だけでなく第1区全体の住民もま
たこの広場にプランスーウジェーヌ(ヴォルテール)大通りから出たものだ
からである29)。
オスマンはここで舌がもつれていると言わざるをえない。トゥローヌ
広場に出るのに「フォブール・サンータントゥワーヌの住民」はわざわ
ざプランス.ウジェーヌ大通りを経由する必要などない。彼らは西のパ
スティーユ広場と東のトゥローヌ広場を結ぶ由緒あるフォブール・サン
ータントゥワーヌ通りをただまっすぐ進めばよいからである。オスマン
がこの住民に対比して「第11区全体の住民」と言っているからには，彼
みずから「公共の秩序」のために第11区と第12区に分割したフォブール・
サン"タントゥワーヌの第12区側が彼の念頭にあると考えざるをえない。
プランス聞ウジェーヌ大通りが第12区ではなく逆に第11区に位置してい 
28) Haussmann，op. cit.，p. 821. 

29) ibid.，p. 922. 
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るだけに，なおさらである。 11789年 7月14日にパスティーユを襲い，
フランス革命の共和暦第 3年[=1794年] 芽月と牧月に
ジェルミナルプレリアル
最後の叛乱運
動を煽るのはこのフォブールトサン-タントゥワーヌ]の住民30)Jで
あったことをオスマンが知らなかったはずはないだろう。トゥローヌ広
場についてはどうかと言えば ルイ 14世とマリーーテレジアが結婚して
からパリに入城するのを祝って建てられ 1716年に破壊された凱旋門の
いわば後身であって 「王座Jを意味するトゥローヌ広場と命名された
のだが， 1793年に「倒されたトゥローヌ広場」と縛名され，ギロチンに
よって1，300人以上が処刑されるのを目撃する31)。したがって，あたか
もオスマンの表現は， 1フォブール・サン.タントゥワーヌの住民はブオ
ブール・サンータントゥワーヌ通りから 第11区全体の住民はプランスー
ウジェーヌ大通りからこの広場に出たものだった」といったような内容
をいわば圧縮し，そのことによって不穏な革命のトポスを隠蔽したかの
ようだ。しかし，このような圧縮，言い換えれば，不在一一フォブー
ル・サンータントゥワーヌ通りといっ名がテクストに書きこまれていな
いこと一一と現前一一それにもかかわらず，その通りの名は地区の名を
通してそのなかに暗示されていること一一の戯れは無意味ではない。オ
スマン自身に態きまとっているのは名にほかならない。ジョルジューウ
ジェーヌ・オスマン，これが彼の姓名である。「ジョルジューウジェー
ヌjはそれぞれ彼の母方の祖父とウジェーヌ大公
プランス
が二人とも彼の名親に
なったときの記念であった32)。オスマンがプランス.ウジェーヌ大通り
に固着する理由はこれで尽きるわけではない。 
30) Jacques Rougerie et Daniel1e Tartakowsky，op.cit.，p. 125. 
31) Georgina Letourmy，Le 11e arrondissement，Action artistique de la Ville de 
Paris，2000，p. 129. 
32) Haussmann，op. cit.，p. 80. 
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1862年12月7日，プランスーウジェーヌ大通り(今のヴォルテール大通り)
の荘厳な竣工式のときに私は皇帝自身からグラン司クルワ勲章という最高の
栄誉に昇級したということを知らされ，皇帝はトゥローヌ広場の真ん中で
数え切れないくらいの群衆の拍手のなかですべての高級官僚を前にしてそ
のバッジを手渡してくれたトー消し去ることのできない思い出というも
のがあるものだ。今から27年前にさかのぼるこの時の思い出は私にとって
私の公的生活のなかで絶頂を極めた最も栄光にみちたものである33)。
オスマンの想像的なものの論理に従うなら，フォブール・サン.タン
トゥワーヌの住民は革命の記憶と切り離すことができないがゆえに，
フォブール・サンータントゥワーヌ通りを放置してプランスーウジェーヌ
大通りを走破することによって皇帝の威厳でいわば洗礼される必要性が
あったということになるだろう。「道と家並みが一直線に伸ぴているた
めに叛乱を点々と起こすいつもの戦術には向いていないリヴォリ通り」
のようにプランス-ウジェーヌ大通りもまた「シャトーードー広場とトゥ
ローヌ広場の間で道と家並みが一直線に伸びているjのであってみれば，
まさにそうであってこそ恭順の儀式はめでたく完結するというわけだ。
権力はすでに常に儀式を好むものだが，オスマンによる首都の近代化を
その地政学的射程までも視野に入れて理解するためにはその前史を時代
背景としてさらにもう一歩踏みこんで究明しておかねばならない。
グラン・ブールヴアールが19世紀のはじめに演じていた役割はもっぱ
ら「気晴らしと遊歩」を提供するにとどまり，権力のトポスと言えば，
ノーfレ・ J レ
「テュイルリ宮殿， 王 宮，
レワイヤy
ルーヴル宮 Jのことであって， r革命のと
きには市庁舎」もそのようなトポスを構成した。しかし，グラン・ブー
ルヴアールはそうした都市空問機能以外にも二つのレヴェルで新たな機 
1.14p.，33) ibid.
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能を次第に果たすようになる。その一つはまさに戦略に係わる。「戦略
は包囲のそれである。つまり [グラン・]ブールヴアールの線の真ん
中で暴動の範囲を限定し，次に暴動の中心に向かつて進み，そこで叛乱
を押しつぶすわけだ。 1832年 6月5日と 6日の暴動の直後に念入りに仕
上げられたこの秩序維持計画は1834年， 1839年の動乱の際に， 1848年 6
月のときと同様，その有効性を証明するだろう。通りと家屋での戦争は
[グラン・]ブールヴアールの掌握からはじまる34)J。もう一つは政治
的祝祭に係わる。「栄光の 3日間」と呼ばれる1830年 7月27日， 28日そ
ギャルドゥ・ナスイヨナJレ
して29日の 7月革命 1周年を記念して翌年の 7月29日に国民衛兵と軍
隊の閲兵式が従来のように士官学校前の一一今ならエッフェル塔前の，
と言ったほうがよいかもしれない一一練兵場においてではなく，
「トゥローヌからエトゥワッルまでJの行程でグラン・ブールヴアール
を経由しておこなわれたからである。これは沿道の民衆から歓呼で迎え
られたオルレアン派の国王ルイーフイリップにとって大成功であった。
このときから閲兵式は練兵場からグラン・ブールヴアールに会場を移す
ことで単なる軍事的次元に政治的次元を加味するようになるわけだが，
喝采は長続きしなかった。その契機はパリの周辺を取り囲む新たな壁を
ォーjレ・テsタシェ
めぐる対立であった。 11833年 7月に政治生活は分離堅塁の問題で揺れ
る。反対派はパリのまわりの要 塞案
フォルテイフイカスイヨン
をパリの人々に重くのしか
かる脅威として， {その一つ一つがみな住民に差し向けられたパス
ティーユ〉として告発する。国民衛兵もこの分離堅塁案にもっと好意的
であったというわけではあまりない。民衆にとって砦がひょっとして表
わすことになるかもしれない危険を彼らがひたすら確信していたからと
いうよりも，庖が閉まると，衛兵がいつものピクニックに出かける郊外 
34) Mathilde Larrere，Les fetes politiques de Juillet，in Les grands boulevards，Action 
artistique de la Ville de Paris，sans date，p. 193. 
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が一変することに反対だったからである。反対派の新聞はそこで衛兵の
閲兵式を反抗への表明にすることを目的にした大々的なキャンベーンに
す丁って出る35)J0 1"分離堅塁の問題」というのは，折衷によってテイエー
ルの城壁として結実することになるこつの案，すなわち， 1"稜壁をそな
えJ，1"徴税請負人の壁からいろいろ距離が応変するところに位置し，近
くの周辺部の都市化された中核地の大半を包含するJ1"高さが10メート
ルくらいの連続する城壁」を目指すヴァラゼ(将軍)案と， 1"周辺に配
された 5角形の分離堅塁群の建設によって補完されたJ1"徴税請負人の
壁の補強jを提案するベルナール(将軍)案が議会ではもとより，世論
でも激しく議論されたことを指す36)。パリを市内と市外に分割する境界
線に充当されるこのような政治的掛け金についてはもう少し後で論究す
ることにして先を急がねばならない。
というわけで1833年 7月28日の閲兵式は一応のところ反対派を抑えつ
けることができたとはいえ， 1"国王万歳!Jのかけ声に交じって聞こえ
てきたのは「パスティーユを倒せ!Jの糾弾の叫びであった。グラン・
ブールヴアールは政治的機能という点では同じであっても，権力への迎
合の舞台から，現在でもデモ行進の道筋としていわば公認されているよ
うに，異議申し立ての舞台へと転じ， 1835年 7月28日の閲兵式を迎える
ことになる。当日は平穏のうちにはじまった。前年 4月の叛乱が鎮圧さ
れて共和派の異議申し立ても鳴りを潜めたように見えた。しかし，エ
トゥワッル広場から閲兵式を開始したルイーフィリップがタンプル大通
り50番地にさしかかったとき，フイエスキ，モレーそしてペパンが仕掛
けた爆弾が爆発し，銃撃が後に続くが，国王は額にかすり傷を負っただ
けで一命をとりとめたのに，モルテイエ元帥とその部下をあわせた11名 
35) ibid.，pp. 193-194. 
36) Jean-Louis Cohen et Andre Lortie，Des fortifs au perif， Paris，les seuils de 1α 
vile，Picard/Le Pavillon de l'Arsenal.1994，pp. 24-29. 
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が殺される。この結果 翌年の閲兵式は中止される。 7月王政のもとで
の閲兵式は，以降， 1837年 5月7日， 1838年 6月10日そして1840年6月 
14日におこなわれたにすぎず，しかも会場はカルーゼル広場，廃兵院，
テュイルリ公園とテュイルリ河岸通り コンコルド広場一帯になる37)。
テュイルリ宮殿と市庁舎は1871年にパリ・コミューンの兵士による放
火で消失し，後者だけがもとの敷地に再建されるのだが，オスマンのパ
リ改造の過程で延長されたリヴォリ通りはこれらのトポスをすべて繋い
でいる。したがって，オスマンがリヴォリ通りの 2回目の延長について
「戦略的なJという言葉を使って評価をくだすのは理由のないことでは
ない。
こうして直接の，空間的にゆったりした，記念建築物のような，そのう
え戦略的な連絡網を通して単にルーヴルと市庁舎を結ぶだけでなく，コン
コルド広場とパスティーユ広場，エトゥワッル市門とトゥローヌ市門をも
結ぶ大動脈の完全な開設が確保された38)。
ここでラ・グットウードール地区の行政区分をもう一度思い起こすの
も無駄で、はないだ、ろう。すでに指摘したように その北と南の境界はそ
プーJレヴアール
れぞれネ一大通りとラ・シャベル大通りである。後者は西をロッシュ
シュアール大通りに，東をラ・ヴイレットゥ大通りに接続しているよう‘
に，ただし第16区の三つの道一一一西からニューヨーク並木道，クレベー
ル並木道そしてヴァグラム並木道一ーを除いて，すべてブールヴアール
という呼称をもっている環状道路を構成し この環状道路はグラン・
ブールヴアールの「外側」に位置するのでブールヴアール・エクステリ 
37) Mathilde Larrere，op.cit.，pp. 194-195. 
38) Haussmann，op.cit.，p. 806. 
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ユールと呼ばれ，徴税請負人の壁の跡地を利用したものであった。
それでは前者のネ一大通りはどうか。ネーは元帥の名であり，実を言
えば，すべて元帥の名を冠したブールヴアールがパリをあたかも象徴的
に護持するかのようにぐるりと取り囲んでいるのである。これをブール
ヴアール・デ・マレショといい，もともとはテイエールの城壁の軍用道
路であった。
ティエールの城壁は1840年から1845年の聞に建設されたのに，フラン
ス革命の少し前に完成した徴税請負人の壁の取り壊しが決定されたのは 
1859年のこと39)にすぎないから，パリが2重の壁に固まれた時期もあっ
たわけで，ラ・グットウードールは1860年におけるパリへのラ・シャベ
ルを含めた周辺市町村の編入まで，その意味では編入された他の市町村
と同じだけれど，パリ市内なのかそれとも市外なのかはっきりしなかっ
た。なぜ、なら一方でティエールの城壁はパリとその郊外を分ける境界線
であってみれば， 1845年の時点でラ・グットウードールはまちがいなく
市内になるはずであるが，それではなぜわざわざ1860年にラ・グットゥ
ードールを含んだラ・シャベルをパリに組みこむ必要があるのか理解で
きないからである。他方で徴税請負人の壁は1859年まで存続する権利を
保持し続けたので，ラ・グットウードールに市外のイメージ，要するに
フォブールもしくは郊外のイメージが残像のように1愚きまとったとして
も不思議ではないからである。 1860年までラ・グットウ-ドールは二つ
の壁にはさまれることで限りなく市内であるような郊外であった。ちな
ゾーヌ・アンテリユール
みに，オスマンはこのような意味での郊外を「内側の地帯」あるいは
ゾーヌ・スュピュールベーヌ
「近郊地帯Jと，テイエールの城壁の外に広がる郊外を
「外側の地帯」とそれぞれ呼んで区別している40)。壁をめぐる都市空 
39) ibid.，p. 703. 

40) ibid.，p. 702，p. 704. 
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間の地位のこの両義性はラ・グットウ-ドールの場合，同じようにパリ
市内に含まれることになった他の地区とは違って，特に象徴的な意味を
帯びるだろう……。ところで，たとえば長さ約 2キロメートルのマジャ
ンタ大通りをレピュブリック広場からラ・グットウ-ドール通りまで歩
いて行っても， 30分から40分くらいの時間がかかるにすぎない。地下鉄 
2号線は東のナスィヨン駅から西のポルトゥ・ドフィーヌ駅までセーヌ
川右岸を円弧状に走っているのに対して， 4号線のほうは北のポル
トゥ・ドゥ・クリニヤンクール駅から南のポルトゥ・ドルレアン駅まで，
あたかもパリを中心軸に沿って真っ二つに分けたかのように，今度は
セーヌ川を越えながら左岸まで伸びている。フランス固有鉄道の北駅も
東駅もセーヌ川左岸のモンパルナス刷ピアンヴニュ駅と同じように地下
鉄4号線と接続しているし，ラ・グットウードールから歩いて行けない
距離ではない。したがって，ラ・グットウードールはパリの中心から決
して連絡を絶たれているわけではないのだ。このようにパリの連絡網を
説明しても近いものが遠いものに横滑りしていくあの印象の刻印をその
動因において分析したことにならないと言わざるをえない。マジャンタ
大通り，プランスーウジェーヌ大通りそしてリシヤールールノワール大通
りの開通，リヴォリ通りの延長，ナポレオン兵舎とプランスーウジェー
ヌ兵舎の建設，これらの一連の都市空間の再編成は革命の不安を背景に
してフォブール・サンータントゥワーヌ，フォブール・デユ・タンプル
そしてラ・シャベル，したがってラ・グットウードール一帯を狙い澄ま
した防衛措置であるということをここでもう一度やはり確認しておこう。
それはラ・グットゥ.ドールがパリのなかで占めている位置を地政学の
視点から理解するためである。
オスマンは境界線をめぐるヘゲモニーの戯れと呼ぶことのできる攻防
の歴史について証言を残している。 
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実際に1871年の叛乱[ニパリ・コミューン]による帝政の転覆以来，私
はパリの庶民大衆の印象深い，騒乱好みの性格のせいでわが国王たちがみ
な，最も強大な国王でさえ，いかに懸念を抱き，それに対して英知をもっ
ていたかということをあくまで常に確信していたし，いまもそうである。
つまり，住まいとして役立つはずのルーヴルの要塞をみずから自分の首都
を固いこんだ壁の外に建設させたフイリップ・オーギュストから，自分の
政府の本拠をヴェルサイユに移転したルイ 14世まで，そうであった。
シャルル 5世はフィリップ・オーギ、ユストの城壁をルーヴルを越えたと
ころに移し直したエテイエンヌ・マルセルの本当の動機を，そのようにし
て事実上は自分が囚われの身になったわけだから，見誤らなかったし，カ
トゥリーヌ・ドゥ・メディスイスはみずから案を練った新しい宮殿を設置
するために，相応の理由もなしにテュイルリの用地をシャルル 5世の城壁
の外に選んだわけではなかった41)。
これはパリの内と外を分ける城壁が王権とパリの住民との間で戦われ
た抗争の「トポス」であったということを手短ながら鮮やかに示した証
言である。王権にとってパリの外のほうがパリの内よりも安全であった
わけだから，それくらい「庶民大衆」に交じってパリの中心に王宮を構
えることが忌避されたということにほかならない。オスマンがセーヌ県
知事の職務を開始したときにはすでに完成していたテイエールの城壁の
前史に「分離堅塁の問題jとして極めて簡単に触れたけれど， 1830年代
においてでさえ，というかこの年代であるからこそ，パリの城壁が外部
の敵からパリとその住民を守るためのものだという自明とも言える合意
に簡単に達するどころか，パリの住民のなかには城壁こそ自分たちを仮
想敵にした権力側の策略であると確信した人々がいたわけだから，市外 
41) ibid.，p. 819. 
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のほうが市内よりも権力側にとって安全であるというのは逆説以外のな
にものでもない。あたかも外から内に敵を攻めこませないためというよ
りも，たとえ内で敵が襲撃しても外に脱出させないためにこそ城壁を築
くかのようだ。パリ・コミューンのときヴェルサイユに避難していた
ティエールが自分の名を冠した城壁の外で包囲するプロイセン軍に向け
てではなく，城壁の内でプロイセン軍に対峠していたコミューン兵士に
向けて，しかもあまりといえばあまりの話だけれど，パリ市内を平定す
るためだけの用兵という誓約とひきかえにピスマルクのお墨付きを得て
捕虜であったフランス軍の将兵をもらい受けたうえで、軍を送ったとき，
テイエールの城壁は天職を全うするだろう。トウランスノナン通りでの
容赦ない鎮圧を命じたテイエールが城壁をパリの自由にとって脅威とみ
なす共和派に対して言ったことをマルクスは1871年4月11日付けの官報
から引用して注釈する。
「なんだ、って!なにかの築城施設が自由を脅かすことがありうると考える
とは!第一，どんな政府でも，いつか首都に棺弾の砲撃をくわえて自分の
延命をはかるようなまねをやれると想像するのは，その政府を中傷するも
のである。[中略J
じっさい，まえもってそれらの壁塁をプロイセン軍に明け渡した政府を
除いては，どんな政府も，パリに壁塁から摺弾の砲撃をくわえることは，
あえてしなかったであろう 42)。
それはまさにティエール「のJ城壁であったと言わねばならない。な
ぜなら，まず， Iのjの主格的用法に呼応して城壁を(その建設に関す 
42)カール・マルクス『フランスにおける内乱j村田陽一訳，国民文庫， 1982 
年， p.57. 
112 (112) 
千葉大学経済研究第23巻第 l号 (2008年 6月)
る法律を可決させたという意味で)つくったのはテイエールだからであ
り，次に「の」の目的格的用法に呼応して城壁が守ったのはティエール，
もっと正確に言えば，城壁の外にいたテイエールだからである。オスマ
ンによるパリの近代化は首都の中心に居住していた労働者階級を周辺の
ほうに，すなわちパリ市内の第11区，第18区，第四区，第20区などに，
それからパリ郊外のほうに追い払うことによって，中心と周辺の関係は
すでに始動していた過程に拍車をかけるようになるだろう。中心と周辺
というトポスを支えていた権力の位階秩序的次元に加えて，私が社会的
距離の地政学的配置と呼んでいる次元がそれ以降の歴史的過程において
一層くっきりと際立つことになる。
古いパリで19世紀の中頃に，まずランピュトーによって，次にオスマン
によって着手された改造土木工事は主要な結末として低所得の社会階層を
パリの東部と北部のほうに押しゃることになったわけだが，そこでは広大
な土地分譲作戦が大急ぎですでに企てられていて，この作戦の主要な特徴
は空間の社会的分割という傾向であった。それ以降，個人の貧しさ，ある
いは，裕福に特別の都市計画が呼応することになる。「居住における
入り混じり
ンフュズィヨン
Jは新たな産業ブルジョワジーの眼からすれば，突然，寛容で
セグレガスィヨン・ヴェルテイカル
きないものに見える。「垂直方向の隔離」という従来の方式は彼らにはも
はや充分に安全であるように見えなくなる。それはなんらかの「居住にお
けるアバルトヘイトJの開始である43)。
ブルードンが「私は 2階建て以上の家を憎むのだが，そのような家で
は社会の位階秩序とは逆に，下層民は高いところに吊り上げられ，上層
民は地面の近くに据え置かれている必)Jと言うとき，賃貸か否かに関係 
43) Jean-Claude Toubon et Khelifa Messamah. op. cit. p. 9. 
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なく平均して 6階か 7階建ての集合住宅が圧倒的に多く，一戸建ての家
は本当に極めて稀な例外であると言ってよいパリにおいてこのような居
住形態こそ「垂直方向の隔離Jを意味する。これに対して社会的距離の
地政学的配置は水平方向に，端的に言えば区を単位に既存の西部.東部
ミクスィテ・ソスィアJレ
の分断線に沿ってさらに展開し，その結果，社会的混在はそれに反比
例して縮小するしかなくなるだろう。
現在のパリをぐるりと囲んでいる環状道路は，一番内側にあるグラ
ン・ブールヴアール一一一ただし，すでに述べたように円弧状であるけれ
ど一一ーからはじまって同心円状に広がりながら，ブールヴアール・エク
ステリユールを経てブールヴアール・デ・マレショで終わるわけではな
い。というのも，ブールヴアール・デ・マレショとともにテイエールの
ノン・エディ 7ィカンディ
城壁の跡地，ただし今度は建
ゾーヌ
物禁止地帯の跡地を利用したブール
ヴアール・ペリフエリック一一逐語的意味は「周辺大通りJ-ーと呼ば
れる高速自動車道路が市内と郊外の境界線としてパリを一周しているか
らである。
ブールヴアール・ペリフエリックの最初の区間は1960年4月に竣工
し， 35キロメートルの総体は1973年に自動車が行き交うようになる。[中
略]この行政上の境界[=ブールヴアール・ペリフエリック]の道筋は住
宅プログラムの配分の面で両大戦の聞にすでに観察された東部ー西部の非対
称性を補強する。つまり，西部では自動車の流れはブーローニュの森で藍
壕を通るために豪華な住宅地から遠ざかるのに対して，東部ならびに北部
ではそのような自動車の流れは，工業地区であれ住宅地区であれ，既存の
地区をかすめて通るわけだ45)。 
1.3p.，2003，couverte色La D，Paris ouvrier，44) Alain Rustenholz
45) Jean-Louis Cohen et Andre Lortie，op.cit.，p. 266. 
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非常に無機的な，それだけ人を寄せ付けない自動車高速道路をいわば
城壁にも代用したブールヴアール・ペリフエリックの向こう側に広がる
郊外，すなわちプテイツトゥ・クロンヌと呼ばれ「小さな王冠」を意味
するパリに隣接する郊外，特に移民の第 2，第 3世代の若者という，そ
れ自体，多かれ少なかれ差別的な言い方で呼ばれる少年少女が集中して
生きている北部と東部の郊外はまさに移民の集住のゆえに高い失業率，
住環境の欠陥，非行，売春，麻薬売買の横行によって特徴づけられるわ
けだけれど，フランスの政治体制が君主制から共和制に移行する 2世紀
にわたる歴史的過程のなかで，その聞に国民国家が完成するに応じて，
首都の内と外における安全のトポスが反転したというかむしろ正常化し
たと言ってよい。パリ市内が安全になるにつれて，治安の悪化、そのイ
デオロギー性を強調するだけのために括弧っきの治安の悪化は郊外のほ
うにはね返されたからである。このように城壁をめぐる安全のトポスが 
1871年のパリ・コミューンで20世紀になるまで一旦は息をひそめること
になる19世紀の革命運動の数々を媒介にしてパリの内と外の聞の機能転
換を果たしたということ，これは第2帝政におけるパリの改造がはじめ
て惹起したのでなければ，少なくともより強力に助長し，その後の首都
の脱工業化による工場の郊外への移転がさらに加速するに至る労働再編
成の累積効果にほかならない。
合併[=1860年の周辺市町村のパリへの編入]のときに，郊外一一この
言葉はこの頃に一般化する一ーは住む人々が増え，都市化され，一部は工
業化されて，それはオスマンとルイーナポレオンがパリの北部と東部に工場
と労働者が集中することに不安をおぼえるほどであった46)。 
46) Eric Hazan，op.cit.， 1.22p. 
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ラ・グットゥードールは1860年にようやく公式にパリ市内に入ったけ
れど， 13世紀に地元のブドウから銘柄の白ブドウ酒を生産したこともあ
る来歴をもっ47)にもかかわらず 「黄金の滴」を意味するその地名から
想起される豊穣さとは裏腹に， 1980年代からはじめて都市政策の名のも
とに公的権力の介入対象になる郊外のすでに指摘した様相を共有する。
それは言うまでもなくフランスの産業革命の進展と切り離すことができ
ない。
その間[=1820年代から1840年代にかけて]ノTリの北部は工業への召命
をつのらせ， [中略]ラ・グットゥ-ドールの相貌も変わった。もっぱら
石膏細工師
プラトゥリエ
とかスタッ
スタッ
フ
7
職人
アール
と共生する荷車引き
ルーリエ
とかぶどう酒売りの
マルシャンドゥ・ヴァン
フォ
ブールというわけではもはやなくなる。[中略]都市[=パリ]の間近でラ・
シャベルの鋳造所や機械工場の労働者を迎え入れる団地になった48)。
「スタッフjは『フランス語の宝庫』辞典によれば 「植物繊維で強化
された鋳造した石膏Jのことで 「室内装飾や演劇の舞台装置それから
映画のセットjに使われる。ラ・グットウードールはモンマルトゥルの
丘からベルヴイルの丘にかけて広がる石膏の鉱山地帯の一角を占めてい
る49)から，その住民のなかに「石膏細工師Jや[スタッフ職人jがいる
のも容易にうなずけるだろう。ラ・グットウードールに住む労働者の動
向に焦点をあてるなら，そこから郊外と共通するラ・グツトウードール
の特質を見いだすことができる。 
47) ]acques Hil1airet，op. cit.，cf. {la rue de la Goutte-d'Qd. 
48) Francois Loyer，Naissance et beautesd'une physionomie populaire，in La Goutte 
d'Or，faubourg de Paris，Hazan/ Archives d'architecture moderne，1988，p. 41. 
49) Nicolas Faucherre，Les carrieres aplatre de la Goutte d'Or，in LaGoutte d'Oに 
faubourg de Paris，p. 140. 
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19世紀はじめの分譲作戦の結果であるラ・グットゥ.ドール地区が創られ
てからは， いろいろな社会集団と国籍がそこで次々と入れ替わる。この地
区はもともと職人と小ブルジョワのための地区として構想されたのだが，
、
根こそぎにされた
デラスィネ
住民，つまり， 19世紀半ばからプロヴァンス地方の人，
オーヴェルニュ地方の人そしてブルターニュ地方の人， 20世紀のはじめに
ベルギー人それからポーランド人，スペイン人そしてイタリア人， 1920年
以降はアルジエリア人， 50年代にチュニジア人，モロッコ人， 60年代のは
じめにマリ人，セネガル人，アンテイル諸島の人，ユーゴスラヴイア人，
もっと最近になるとガーナ人，スリランカ人など……を迎え入れる適性に
よって非常に早くから特徴づけられるようになるだろう 50)。
「根こそぎにされた」 という用語をめぐる常套的言説のイデオロギー
性に関しては本稿では黙過することにし， その代わりに強調しなければ
ならないのは歴史的過程を通してラ・グットゥードールを肯定的なとい
うよりもむしろ否定的な意味で有名にすることになった「迎え入れ地j
というトポスである。 フランスの地方出身者にせよ外国人にせよパリを
目指してラ・グットゥード}ルに住むようになる労働者の存在は， たと
えば一方で1878年に出版されたエミール・ゾラの自然主義小説『居酒屋』
に登場するプロヴァンス地方出身の皮なめし工オーギュスト・ランテイ
エによって，他方で1922年に出版されたジェイムズ・ジョイスの前衛小
説『ユリシーズ』に登場するアイルランド人印刷工ケヴイン・イーガン51)
によって象徴されるにちがいない。 しかも， 前者の小説は舞台をラ・
グットゥ"ドール地区に選ぴ労働者の生活を貧困のなかでアルコール
中毒に蝕まれていく過程として描く。 
50) Jean-Claude Toubon et Khelifa Messamah，op. cit.，pp. 29-30. 

51) Emile Zola，L'assommoir，Fasquel.ジェイムズ・ジョイス『ユリシーズJ丸谷
 
111-112.pp.年，1996巻，1玲二，高松雄一訳，集英社，第1才一，永}
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ルイ・シュヴァリエは言う。
たしかに，ニューヨークのブロードウェイとかシカゴのループとかもJ虫
特の性格をそなえていて，私たちがここで見いだす問題に類似したものを
提起する。しかし，アメリカの大部分の地区は人種上ならびに民族上の単
位にほかならない。そうした地区になぞらえることのできるパリの地区は
一つだけある。つまり，ラ・グットウードールのことなのだが，この名だけ
で 新世界の地区の名みたいに一一民族上の，ここでは北アフリカ人の，
もっと正確に言えば，カピリア人の集まりが喚起される52)。
ラ・グットウードールにフランス人が住んでいないわけでもないし，
ラ・グットゥードールの移民はアルジエリア人だけでもないということ
を誤解のないようにただちに補足しておきたい。ところで，ラ・グツ
トウードールにおける移民の歴史に入る前にどうしても指摘しておかね 
lまならないことカ宝ある。 
1830年代の暴動が右岸の中心地区で好んで起きたのには戦略的な理由の
他にも理由があった。これらの古い通りの住民に交じって叛乱に加わる用
意のできた男，女，子供が常に見つかるわけだ。それは移民地区のことで
あって，そのような地区では木賃宿
ガルニ
で生活する人たちの割合がパリで最も
高く，女性の住民の割合が最も低かった。彼らはパリ盆地や北部の農業地
域，ロレーヌ地方，中央山塊地方[=オーヴェルニュ地方，リムーザン地
方など]からやって来た。彼らは人足，人夫， r無神論者のミサ』に出てく
るデプラン教授の友人である気前のいいオーヴェルニュ地方の人ブルジャ
のように水運び人である。彼らはマルタン・ナドーのようにしばしばク 
52) Louis Chevalier，Les Parisiens，Hachette，1967，p. 13. 
118 (118) 
千葉大学 経済研究 第23巻第 1号 (2008年 6月)
ルーズ県[=リムーザン地方]出身で、パリにコレラをもたらしたと言われ
るような汚さにまみれてラ・モルテルリ通り一一モルタル握ね屋の通り-
ーに部屋ごとに10人詰め込まれて生活する石工である。彼らは品行が悪く，
怠け者で泥棒であり，フランス語さえ話さないし，危機と失業のころには
真のパリ人から仕事を奪うとも言われる53)。
この場合の移民が首都のパリにやって来たフランスの地方出身者を指
すことに注意する必要があるだろう。その彼らが首都の人聞から規定さ
れた性格一一一「品行が悪く，怠け者で泥棒であり，フランス語さえ話さ
ないし，危機と失業のころには真のパリ人から仕事を奪う J-ーは時の
経過とともに旧フランス植民地も含めた外国からの移民労働者に投影さ
れることになる。 この投影そのものはもはや首都と地方の聞ではなく自
国民と外国人の聞を走破する境界線の再編成にほかならない国民国家の
確立を示す証左の一つである。そのことをミシェル・パンソンとモニッ
ク・パンソン.シャルロははっきりと裏打ちしてくれる。
パリでの地方出身者の歴史は最近の移民にとって統 合が
アンテグラスィヨン
目下のとこ
ろいかに困難であるかということを展望させてくれる。 19世紀のはじめ，
パリの人々とオーヴェルニュ地方の人々もしくはブルターニュ地方の人々
との共存は自明なものではなくて，熔印を押された移民の同 化作
アスィミラスィヨン
業に
はそれなりの時聞が必要であったようだ。『ジ、ユルナル・デ・デパ』は彼ら
について〈野蛮人の侵略〉という言い方をし， オスマンは〈遊牧民の群〉
とほのめかし， テイエールは〈放浪者の大群〉について話した。このよう
な拒絶は人種(差別)主義の理論化に依拠するまでになり， 征服者つまり
フランク族の子孫と退化した被征服者のゴール人とを対立させ， 前者は生 
53) Eric Hazan，op. cit.，pp. 369-370. 
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粋のパリ人によって，後者は地方からの移民の〈野生人〉によって表象=
代行されることになった。もっと後になると， (生粋のフランス人〉という
のはパリ生まれの人たちの立派な後継者になるだろう日)。
パトゥリック・ヴェイユが次のように言うとき， その背景は新たな紙
面で論じるつもりだけれど， 「この住民」はマグレブ人移民を指した。 
1967年にポンピドゥーはこの住民の「遊牧的j性格を楯にとって移民の
ための税金の創出に反対する55)。
次に， オスマンの回想録のための序文においてフランスワーズ・ショ
エはプルードンの一節を引用したある研究書からさらに引用する。
プルードンにとって([オスマンによって近代化された]パリはドイツ人，
パタウィ人， イタリア人などが住む都市であり， 原住民が
アンデイジェーヌ
もはや自己認
知しなくなったコスモポリタンの都市〉であった56)。
パリ生まれのフランス人のことをプルードンが「原住民JとH乎んでい
るということをいくら強調しでも強調しすぎることはないだろう。 この
言葉はプルードンが亡くなった1865年に死後出版された『労働者階級の
政治的能力』に書きこまれている。オスマン自身 赴任地のサンージロ
ンを回想して， 出稼ぎに行く夫の留守中に妻たちが労を惜しまないで働
き続ける姿に感心しながら， こう述べる。 
54) Michel Pincon et Monique Pincon-Charlot， Sociologie de Paris，La Decouverte， 
2005，pp. 28-29. 
70.p. 1，199，Calmann-Levy，LaFrance et ses etrangersl，Patrick Wei55) 
56) Francoise Choay，Introduction，in Haussmann，Memoires，p. 23. 
120 (120) 

千葉大学経済研究第23巻第 l号 (2008年6月)
彼女たちは大地を耕すのに不在の夫たちに取って代わるわけだが，
余所者にとって野良仕事で男よりも女のほうをず、っと多く見かけるのは驚
きの手重である。
原住民の
アンデイジェーヌ
なかで遠くに運を試しに行く一部の人たちがわが身を捧げる職
業は非常に多種多様である57)。
フランスにおける国民国家の成立はそれから30年後のことだから，パ
リの外国人に対するパリのフランス人の関係は，たとえばフランスの植
民地時代のアルジエリア人に対する本国のフランス人の関係に投影され
る。ただし，オスマンやプルードンのテクストには含意されていなかっ
た侮蔑の意味が「原住民Jという語に刻印されるという条件で。ちなみ
に，植民地宗主国側による正式表現で「アルジエリアのイスラーム教徒
のフランス人(略してFMA)58)Jと呼ばれたアルジ、エリア人に対する「普
ユードゥ・ドゥ・ランデイジェナ
通法上の常軌を逸した一連の刑罰を定めた原住民法Jは1881年に
成立する59)。
高い給料を捜し求めたり，後々わが家に引退できるような小金をためた
りするためにパリに殺到する何十万単位の労働者がいる。居残る人たちの
なかには働きぶり，九帳面さそして倹約を通じて都市[=パリ]のなかで
名誉ある地位を築くに至る人も多数いるけれど， [中略]ひっきりなしに作
業場，木賃宿を渡り歩き，憩いの家庭といっても公共の場[道路，公園，
カフェなど]が，親類縁者といっても困ったときに出向く慈善事業所があ
るだけの人も多すぎるくらいの数いて，彼らはパリ社会の只中で都市への 
57) ibid.，p. 171. 

58) Jean幽 LucEinaudi. Labataille de Paris，le 17 octobre 1961，Seuil，1991，p. 12. 

59) Benjamin Stora，Histoire de 1弘19eriecoloniαle 1830-1954. La Decouverte，p. 

123. 
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感情を絶対に欠いて生きる紛れもない遊牧民であり，彼らが自分たちの心
の奥底に祖国への感情を見いだすにしても，定住の住
セダンテール
民のもとでならそう
した感情を明確にし，導き，純化するものを剥ぎ取られた形でしかそのよ
うな感情を見いださない60)。
これは1864年のパリ市議会報告書でオスマンが述べたものである。地
方の農村もしくは外国からパリへ流入するという産業革命以来の人口動
態の常数的状況について定住，遊牧，祖国の鍵語を使ってこのように言
説を組み立てることはフランス国民としてのアイデンテイテイがまさに
そのようなものとして首都と地方の聞の不可視の壁を突き破って共有さ
れるまでに至っていないということを意味すると同時に，そのような言
説が「旧ケルン選挙候出身のプロテスタント[ニルタ一派]の家柄の子
孫」として1809年にパリで生まれ，その先祖は 16世代前からフランス
人61)Jであったオスマンの発言であるというのはそれだけ一層，注目に
値する。というのも，オスマンは移民の系譜に連なり，カトリック社会
のなかのプロテスタントであるという 2重のマイノリテイだからである。
それを同化と呼ぶにせよ統合と呼ぶにせよ，フランス人に「なる」から
こそフランス人で「あるJということ，言い換えれば，フランス人で「あ
るjという規定はフランス人に「なるj過程「以降にjはじめて構築さ
れるのであって，それ「以前にj 起源からすでに かつまた起源とし
て自明に成立するのではないということを忘れてはならない。オスマン
はみずから I{パリの遊牧民〉問題jと名づけた一件では「パリの全住
民を見境なく〈遊牧民〉扱いにしたjと誹誘中傷された62)くらいだから，
国民としてのアイデンテイテイは構築される途上であった。ここで1848 
60) Haussmann，op. cit.，p. 556. 
61) ibid.，pp. 74-75，p. 80. 
p. 557. p. 594. ，p. 554.，62) ibid 
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年 6月蜂起の直接の誘因が何であったのかを思い起こす必要がある。 
1848年の 2月革命はブルジョワジーとプロレタリアートの共闘によって 
7月王政を倒したわけだけれど，当初はそのため「社会主義的譲歩Jと
いう側面をもち，その政策上の表出が「恐慌と革命によって」街上に投
げだされた 10万の労働者」を集めて 123スーの賃金で，退屈で単調で不
生産的な土木工事Jに従事させるために創設された国民作業場であった。
しかし，はじめての普通選挙で農民と小ブルジョワジーの支持票によっ
てブルジョワジーと大地主の利害を代表した国民議会を通して政府がそ
のような譲歩の反古を目指し，国民作業場を閉鎖したことから， 6月蜂
起が惹き起こされたわけだ。マルクスはその閉鎖に至る直前に権力側が
おこなった挑発を語るとき，細部を疎かにしなかった。
執行委員会が，最初にはじめたことは，国民作業場にはいりにくくし，
日給を出来高賃金にかえ，パリ生まれでない労働者を土木工事を施工する
という名目でソローニュに追放したことである 63)。
「パリ生まれでないJという限定は首都と地方の確執をそれとなく示唆
して過不足ない。そして「パリの遊牧民jが統計のレヴェルでどのよう
な構成員から成り どのような比率を占めていたのかを確認しておこう。
オスマンの土木工事によって引きつけられた地方出身者は[パリ・]コ
ミューンで死活にかかわるような役割を演じた。叛乱の鎮圧後に軍法会議
に出頭した36，309人のなかで8，841人だけが，すなわち 4分の l以下がセー
ヌ県で生まれたにすぎなかった。 1872年の人口調査はパリで総計1，986，972 
63)カール・マルクス『フランスにおける階級闘争j中原稔生訳，国民文
庫， 1981年， pp.53-60. 
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人を数えあげ，そのなかで642，718人がパリの人々であり， 1，344，254 
人一一すなわち 3分の 2以上が地方出身者かもしくは外国人であった臼)。
このような社会状況を背景に，当時の労働者の日常を制約していた制
度をさらに考慮に入れるなら，彼らの境遇は今日のフランスで警官が皮
ドゥ. 7
膚の色と犯罪性を短絡させて一一「顔つ
デリ
きでわかる犯行
ァスイエス
Jと言う一一特
にマグレブ系と西アフリカ系の若者に街中で執掬に身分証明書の提示を
要求するあの忌まわしい人種(差別)主義的嫌がらせがどれほど彼らに
ストレスを強いるものかを想像するのに役立つにちがいない。 19世紀の
労働者は1803年にはじまり 1890年に廃止された労働者手帳
リヴレ・ウヴリエ
を携帯しなけ
ればならず，この制度は「労働者が転々として就いた雇用口をその都度
の雇用者の評価も添えて記入する」ものであって，そのため労働者は「警
察よろしく仔細に監視してつきまとうべき未成年の市民65)Jも同然で
あった。
まずはフランスの地方出身者が次第に外国人が労働者としてラ・
グットウードールに住むようになり 特にアルジエリア人移民労働者の
場合，それは1920年代からであった。
経済危機， 19世紀末からすでに加速する傾向のあったパリ北部と東部の
工場の郊外への横滑り，そして両大戦聞の分譲計画 (1928年におけるル
シヤール法の発布に続く 5年間で26万戸の住宅が郊外に建設された)はパ
リの人口調密であったり過剰であったりしたいくつかの庶民地区から住民
の一部を空にすることに貢献する(フォリ.メリクール地区は住民を5，000
人失いさえした)。こうしてフランス人の人口が下がりはじめた。ラ・グッ 
64) Bernard Marchand，Paris，histoire d'une vile，1993， 1.12p. 日，Seu 
65) Jean-Paul Flamand，op. cit.，p. 42. 
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トゥードール地区を常に特徴づけてきた地方出身者の可動的人口というカテ
ゴリーがそっくりそのまま姿を消す傾向にあった。この時期に数多くの木
賃宿が閉庖したということはその例証である。私たちの査定によれば，
ラ・グットゥ.ドール南部地区だけで1930年から1940年にかけて14軒が姿を
消した。
この日付のころに外国人の人口は3，233人[中略]になり， 1926年よりも 
800人増えている。[中略]
とりわけ1926年には大いに多様であった外国人の人口は特にラ・グツ
トゥ.ドール地区南部において30年間で非常に同質的になり， 1926年には外
国人の人口のなかでアルジエリア人は11%でしかなかったのに，外国人4
人のうち 3人がアルジエリア人であった。[中略]
こうして1954年からすでにアルジエリア人の領土がラ・グットウードール
地区で構成されたことは明らかであって，
ゲ/マ ブレ 人IJ 
その他の入植はいっさい徐々にふるい落とされていった。
カ人による占有を共示する語 (M.フェラウーンの証言)
国]の外略ての中し外[と1人 る、リ、ベょ、フ、ルに、ァ パー、レい「
ノ，寸
J
A .
ll 
ス」は40年代の末に現れたのだった66)。
ラ・グットゥ"ドール地区南部の最寄りの地下鉄駅はパルベスーロッ
シュシュアールであるということを思い起こそう。 この駅名はパルベス
大通りの西側のモンマルトゥルの丘のうえに立っている例のサクレ.
クール聖堂の歴史を知っている者なら拘泥するのに値する。サクレー
クール聖堂はパリ・コミューンの鎮圧後に当局がカトリックの信心を目
に見える形で顕彰することによって革命の志向という人心の荒廃(? ) 
を立て直し秩序の安寧を期すために，後のエッフェル塔のようにパリの
6) Jean-Claude Toubon et Khelifa Messamah，op. cit.，pp. 151-152.なお， I両大
戦聞の分譲計画」については本誌に発表した拙論 I{中心と周辺〉の余白に」 
(2007年第2巻第2号に所収)を参照。 
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どこからでも一目で見える位置に したがってパリ市内を牌脱すべく高
いところに，まずモンマルトゥルの語源的意味は周知のようにキリスト
教徒の「殉教者の山Jであり，次にパリ・コミューンの直接の発端はモ
ンマルトゥルの丘に放置されていた大砲をテイエールのヴェルサイユ軍
が回収しようとしたことにあったから，しかもここが肝心なのだが，
「雨水に触れると石灰層を分泌するスップ目スュールールワン産の石のお
かげで無垢の白さを保つ67)Jように築かれたのだった。そして，聖堂と
いう呼称はローマ教皇によって授与されるわけだが権力にとって千載
一遇と言うべきだろう。ノfリ・コミューンの前年の1870年に第 1回ヴア
チカン公会議が聞かれ 「教皇の優位性と教皇の無謬性を告げる教義確
認条項が布告されたJ68)のだった。バルベスは1848年 5月15日にプロレ
タリアートの要求の実現を迫って国民議会に侵入し，逮捕された共和主
義者の革命家であり ロッシュシュアールはモンマルトゥル女子修道院
の院長であってみれば，あたかも駅名のハイフンは秩序と革命の措抗を
象徴するかのようだ。しかし バルベスがラ・グットゥ"ドールの別名
であっても，ロッシュシュアールはそのような名誉に浴していない。
ラ・グットウ-ドールという名はパルベスという名とともに デパー
トのタテイの名も含めて一一ー地中海の向こう側に住むアルジエリア人で
知らない人はいないくらい有名なのだが， IパリのメデイナJと呼ばれ
てもいた。 1957年4月22日の『オロール』紙は言う。
大規模な警察の作戦が土曜日の朝にラ・グットウ『ドール地区で繰り広げ
られた。この地区はパリの「メデイナJと縛名されるくらい北アフリカ人
の人口密度が高い第18区の広大な区域である。(中略)このような作戦が決 
67) Alfred Fierro，op. cit.，p. 36. 
68)フーゴ・オット『マルティン・ハイデガー，伝記への途上で』北川東子，藤
津賢一郎，忽那敬三訳，未来社， 1995年， p.62. 
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められたのは， FLNとMNA双方のメンバーによって犯される襲撃が不安を
醸成するように再燃したという事態を前にしてのことだ。(中略)小銃や小
型軽機関銃を肩にかけた機動隊員はこのメデイナの主要な通り，とりわけ
ラ・シャルボニエール通り，シャルトゥル通り，ミラ通り，ステファンソ
ン通りを間断のない走査線で包囲した69)。 
FLNとMNAは1954年にはじまったアルジ、エリア戦争中に一方でともに
植民地宗主国のフランス軍に対して独立闘争を戦いながら，他方で互い
に兄弟殺しのヘゲモニー闘争を続けたアルジエリア人独立派グループの
フロン・ドゥ・リベラスイヨン・ナスイヨナJレ ムーヴマン・ナスイヨナJレ・アルジエリアン
略称、であり，それぞれ「国民解放戦線jと「アルジエリア国民運動j
を意味する。ラ・グットゥードールはアルジエリア人移民労働者の迎え
入れ地であったのでこの独立戦争の不吉な跳ね返り効果を生きることに
なる。
極めて貴重なルポルタージュを事件の直後に残したポレットゥ・ペ
ジュによれば， 1956年から1958年までアルジエリアのコンスタンテイン
で行政監察官を務めていたモーリス・パポンは現地のアルジ、エリア人の
なかから密告者，前科者，貧者，放浪者をつのってハルキと呼ばれる補
充要員に採用する。パポンはハルキによる掃討，略奪，強姦，拷問，殺
人の地下活動がいかに有効であったかを実感していたので， 1959年にパ
リ警視総監に任命されると，今度は首都でハルキを組織する。彼らはパ
リの東の郊外であるロマンヴイル市のヌワズイールーセック堅塁，すなわ
ち，ティエールの城壁に付随して建設された16の分離堅塁の一つ70)で 1
週間の訓練を受け， 1960年 3月20日にまずパリ第13区で悪媒な活動を開 
69) Pascal Blanchard，Eric Derco，Driss El Yazami，Pierre Fournie，Giles Man司 
ceron，Le Paris arabe，deux siecles de presence des Orientaux et des Maghrebins， 
La Decouverte，2003，p. 169. 
70)アルフレッド・フィエロ，前掲書， rティエールの城壁J参照。 
(127) 127 

パトスとしての距離
始して，ラ・グットウ田ドール地区にまで広げ，今となっては1983年以
来の整備計画で破壊されて跡形もないラ・グットゥードール通り 
25，28，29番地の三つのホテルを徴用し，カフェ「フェルハート亭」に
司令部を設置する。当時， 135，000人のアルジエリア人がパリに住んで、
いた71)。つまり，アルジエリア戦争中にハルキ， FLNそしてMNAのア
ルジエリア人同士が三つ巴で敵対していたのがラ・グットウ四ドールに
おいてであった。テイエールの城壁は再びパリ市内に照準を当てた防衛
装置として役立ったわけだ、……。
ところで，ニーチェは『善悪の彼岸』において階級の聞の差異を支え
ると同時にそのような差異によって支えられた貴族支配の精神的姿勢を
「距離のパトスη)J と呼んだけれど ラ・グットゥ.ドールがその住民
にあたえる遠ざかりの印象はこの地区が1860年以前も以降もパリにとっ
ての郊外の役割を期せずして演じてきたことの効果であって，私はそれ
をパトスとしての距離と呼ぶことにする。アリストテレスの『形而上学』
によれば， Iパトス」は「とくに有害な諸変化や諸運動，ことにそのう
ちでも最も苦痛な害悪J，I不幸や苦痛のうちの大なるもの閣」をも意味
するので，私はニーチェ的な意味にアリストテレス的な意味を重ね合わ
せたにすぎない。言い換えれば，パトスとしての距離は私が社会的距離
の地政学的配置と呼んだもの つまりニーチェ的な距離のパトスのいわ
ば実存的価値づけにほかならない。しかし，あの遠ざかりはアイデン
テイテイの揺らぎをも合意していたのであってみれば，それをさらに論
究するためにはデリダが「オントポロジー(場所存在論)74)Jと呼んだ 
71) Paulette Peju，Les harkis aParis，Maspero，1961，pp. 7-23. 
72)ニーチェ『善悪の彼岸』信太正三訳，ちくま学芸文庫全集第11巻， 1993年， 
p.301.なお，訳文では「距離の激情Jとなっていて， I激情Jに「パトス」
とルピが付いている。 
73)アリストテレス『形而上学J(上)，出 隆訳，岩波文庫， 2005年， p. 200. 
74) Jacques Derrida，Spectres de Marx，Galilee，1993，p. 137. 
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ものを「根こそぎにされた人」に関するイデオロギ一分析とともに考え
なければならないのだが それはもはやここではない。 
(2008年 4月11日受理) 
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